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【
本
部
社
会
保
障
対
策
部
発
】

組
合
で
は
、
東
京
土
建
国
保
に

ご
加
入
の
皆
さ
ん
に
土
建
健
診

・
個
別
健
康
サ
ポ
ー
ト
（
特
定

保
健
指
導
）
の
受
診
・
利
用
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
死
亡
原
因
（
15
歳

か
ら
74
歳
）
で
は
、
悪
性
新
生

物（
ガ
ン
）、
心
疾
患
、
脳
血
管

疾
患
が
約
6
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
病
気
の
こ
と
を

「
生
活
習
慣
病
」
と
い
い
ま
す

が
、
早
期
に
は
自
覚
症
状
が
な

く
、
気
づ
い
た
時
に
は
す
で
に

進
行
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
病
気
を
早
期
に

発
見
・
治
療
し
、
命
を
守
る
た

め
に
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

受
診
券
使
用
で

健
診
が
無
料
に

東
京
土
建
国
保
の
保
険
証
に

に
添
付
さ
れ
た
受
診
券
を
使
う

と
、
集
団
健
診
や
契
約
健
診
機

関
で
の
基
本
健
診
が
無
料
で
受

け
ら
れ
、
が
ん
検
査
な
ど
も
低

負
担
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
健
診
結
果
に
よ
っ
て

「
肥
満
リ
ス
ク
」
が
あ
り
、
か

つ
「
血
圧
」
「
血
糖
」
「
脂
質
」

等
の
検
査
結
果
が
基
準
値
以
上

に
な
っ
た
方（
喫
煙
歴
も
加
味
）

に
は
、
東
京
土
建
国
保
組
合
か

ら
「
個
別
健
康
サ
ポ
ー
ト
」
利

用
の
ご
案
内
が
届
き
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
主
な
原
因
は

カ
ロ
リ
ー
過
多
の
食
事
、
運
動

不
足
、
喫
煙
、
飲
酒
等
の
不
健

康
な
生
活
習
慣
で
、
そ
の
見
直

し
を
行
な
え
ば
発
症
を
予
防
で

き
ま
す
。

個
別
健
康
サ
ポ
ー
ト
は
、
対

象
と
な
っ
た
方
が
専
門
家
と
一

緒
に
計
画
を
立
て
、
無
理
な
く

生
活
習
慣
改
善
を
進
め
て
い
く

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
利
用
料
は
無

料
で
す
。

個
別
健
康
サ
ポ
ー
ト
を
利
用

し
、
終
了
し
た
方
に
は
、
国
保

組
合
か
ら
3
0
0
0
円
の
ク
オ

カ
ー
ド
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

す
。
病
気
に
な
る
前
に
健
康
を

回
復
す
る「
チ
ャ
ン
ス
」で
す
。

ぜ
ひ
積
極
的
な
利
用
を
行
な
い

ま
し
ょ
う
。

墨
田
支
部
で
は
、

「
組
合
員
と
家
族
の

命
と
健
康
を
守
る
運

動
」
と
し
て
、
区
内

の
小
学
校
を
3
校
借

り
て
支
部
集
団
健
診

を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
受
診
の
定
着
を

は
か
る
た
め
、
毎
年

6
月
第
2
日
曜
日
に

固
定
し
て
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
5

8
5
人
の
参
加
。
支

部
の
組
合
員
・
家
族
が
参
加
す

る
催
し
と
し
て
は
最
大
の
も
の

で
す
。

「
平
日
は
仕
事
が
忙
し
く
て

な
か
な
か
受
診
出
来
な
い
」「
日

曜
日
の
開
催
で
午
前
中
に
終
わ

る
」「
近
く
の
小
学
校
で
受
診
出

来
る
」「
家
族
で
受
け
ら
れ
る
」

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
受
診
率
の

向
上
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
で
は
、
40
歳
以
下

の
若
い
組
合
員
と
家
族
が
一
緒

に
受
診
す
る
傾
向
が
増
え
ま
し

た
。
ま
た
、
野
丁
場
な
ど
の
現

場
で
は
健
診
結
果
の
提
出
が
必

須
と
な
っ
て
い
て
、
仲
間
の
健

康
に
対
す
る
意
識
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

墨田支部の集団健診のようす

【
本
部
賃
金
対
策
部
発
】
日
野

市
で
の
条
例
制
定
（
3
月
）
を
受

け
、
都
内
8
自
治
体
、
人
口
比
で

19
・
15
％
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。

い
ま
や
5
人
に
1
人
が
条
例
制
定

下
で
暮
ら
す
ま
で
に
な
っ
て
い
ま

す
。
先
頃
行
な
わ
れ
た
中
野
区
長

選
挙
で
は
公
契
約
条
例
を
掲
げ
た

酒
井
直
人
さ
ん
が
当
選
し
ま
し

た
。
新
た
な
展
開
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

2
0
1
9
年
は
統
一
地
方
選
挙

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
市
長
や
区

長
、
そ
し
て
議
員
は
こ
の
一
年
間

で
、
以
前
に
も
増
し
て
多
く
の
実

績
づ
く
り
を
果
た
そ
う
と
躍
起
に

な
り
ま
す
。
こ
の
好
機
を
条
例
制

定
に
結
び
つ
け
る
取
り
組
み
が
強

く
求
め
ら
れ
ま
す
。

北
、
杉
並
、

西
東
京
で
も

2
月
に
は
北
区
議
会
で
公
明
党

が
「
建
設
労
務
単
価
確
保
条
例
に

つ
い
て
」と
す
る
代
表
質
問
を
し
、

そ
の
実
現
を
迫
り
ま
し
た
。
内
容

は
組
合
が
求
め
る
公
契
約
条
例
そ

の
も
の
で
あ
り
、
与
党
主
要
会
派

と
し
て
初
め
て
の
動
き
と
し
て
注

目
で
す
。
ま
た
、
3
月
に
は
東
京

土
建
杉
並
支
部
も
加
盟
す
る
杉
並

建
設
協
議
会
が
田
中
区
長
と
懇
談

し
、
「
1
年
後
の
条
例
成
立
を
め

ざ
し
た
い
」
と
発
言
。
さ
ら
に
6

月
の
定
例
区
議
会
で
総
務
部
長
は

「
条
例
制
定
も
視
野
に
い
れ
て
調

査
検
討
を
す
す
め
る
」
と
前
向
き

な
答
弁
を
行
な
い
ま
し
た
。
西
東

京
市
で
も
「
条
例
制
定
を
検
討
し

た
い
」
と
市
契
約
課
長
が
述
べ
る

な
ど
各
地
で
、
条
例
機
運
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

建
設
産
業
変
革
の

大
き
な
一
歩
に

条
例
制
定
自
治
体
で
は
明
ら
か

な
変
化
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
世

田
谷
区
は
産
業
振
興
計
画
（
2
0

1
8
〜
2
0
2
1
年
度
）を
策
定
。

全
都
的
に
は
画
期
的
な
「
建
設
業

振
興
」
を
盛
り
込
み
、
す
で
に
小

零
細
事
業
所
へ
の
若
者
就
労
支
援

な
ど
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
足
立
区
で
は
比
較
的
規
模

の
大
き
な
企
業（
元
請
）支
援
中
心

か
ら
小
零
細
事
業
者
対
策
の
強
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
元
請
に
対
し

て
区
内
下
請
業
者
の
積
極
的
な
活

用
を
求
め
る
請
負
工
事
契
約
約
款

改
訂
を
図
っ
た
の
は
好
例
で
す
。

就
労
者
減
少
、
高
齢
化
な
ど
建

設
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
を
変
え

る
の
は
、
企
業
努
力
だ
け
で
は
解

消
し
ま
せ
ん
。
需
給

バ
ラ
ン
ス
に
左
右
さ

れ
な
い
適
正
契
約
を

通
じ
た
賃
金
引
上
げ

や
週
休
2
日
制
が
保

証
さ
れ
る
工
期
等
の

設
定
は
、
社
会
的
な

合
意
が
不
可
欠
で

す
。
そ
の
一
助
が
公

契
約
条
例
で
す
。
建

設
労
働
者
の
社
会
的

価
値
を
一
人
一
人
が

発
信
し
、
条
例
制
定

運
動
を
強
化
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

都連主催の安全大会（5月31日開催）

【
本
部
労
働
対
策
部
発
】
全
国

労
働
安
全
週
間
が
7
月
1
〜
7
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
厚
労
省
発
文

「
平
成
30
年
度
安
全
週
間
の
実
施

に
伴
う
協
力
要
請
に

つ
い
て
」で
は
、協
力

者
に
労
働
組
合
と
明

記
さ
れ
、
支
援
・
協

力
を
依
頼
す
る
と
し

て
い
ま
す
。「
安
全
大

会
の
実
施
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等

の
実
施
、
そ
の
他
『
全
国
安
全
週

間
』
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
等
を
行

な
う
」と
も
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
大
会
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
も
全
支
部
で
の
開
催
を
め
ざ

し
、
仲
間
の
労
働
災
害
を
意
識
的

に
減
ら
し
て
い
き
ま
す
。
①
地
域

共
同
の
枠
組
み
も
重
視
し
て
低
建

協
・
木
建
協
で
計
画
、
②
支
部
独

自
開
催
を
計
画
す
る
な
ど
、
1
人

で
も
多
く
の
仲
間
と
安
全
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

東
京
土
建
は
、
「
労
働
保
険
事

務
組
合
」
と
、
「
一
人
親
方
団
体
」

を
構
成
し
て
い
ま
す
。
東
京
労
働

局
は
、
一
人
親
方
等
団
体
運
営
に

関
す
る
留
意
事
項
で
、
「
労
働
災

害
防
止
活
動
と
労
災
保
険
特
別
加

入
に
関
す
る
事
務
処
理
を
必
ず
両

方
行
な
う
」と
規
定
し
て
い
ま
す
。

安
全
大
会
開
催
時
に
は
、
一
人

親
方
労
災
加
入
者
か
ら
多
く
の
参

加
を
促
し
、
災
害
防
止
活
動
を
周

知
し
ま
す
。
事
業
所
の
安
全
大
会

に
も
協
力
し
、
組
織
強
化
・
拡
大

も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
に
発

展
さ
せ
ま
す
。

昨
年
、
自
治
体
担

当
者
か
ら
紹
介
さ
れ

た
自
治
体
発
注
（
公

共
工
事
）
現
場
へ
訪

問
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

や
懇
談
で
成
功
し
て
い
る
支
部
も

多
数
あ
り
ま
す
。
厚
労
省
か
ら
全

建
総
連
へ
の
発
文
を
活
用
し
、
賃

金
対
策
部
と
連
携
し
行
動
を
成
功

さ
せ
ま
す
。

6
月
19

日
、
全
建
総

連
東
京
都
連

多
摩
西
北
協

議
会
（
以
下

多
摩
西
北

協
）
の
総
会

と
学
習
会

が
、
東
京
土

建
西
多
摩
支

部
会
館
に
て

32
人
の
参
加

で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
多

摩
西
北
地
域

の
都
連
傘
下
7
組
合
で
、
昨
年
5

月
に
発
足
し
た
こ
の
協
議
会
に

は
、
東
京
土
建
か
ら
小
平
東
村
山

・
村
山
大
和
・
西
多
摩
・
多
摩
西
部

の
4
支
部
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

メ
イ
ン
の
学
習
会
で
は
、
日
野

市
公
契
約
条
例
審
議
会
委
員
を
務

め
る
東
京
土
建
日
野
支
部
の
三
角

書
記
次
長
よ
り
、
日
野
市
で
の
経

験
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。テ

ー
マ
の
「
地
域
産
業
の
要
で

あ
る
、
地
域
の
建
設
業
界
を
ま
と

め
る
」
に
は
、
や
は
り
私
た
ち
労

働
組
合
が
先
頭
に
立
た
な
け
れ
ば

ダ
メ
、
と
三
角
さ
ん
。
1
9
9
4

年
の
6
月
議
会
に
「
地
元
建
設
業

の
振
興
を
求
め
る
請
願
」を
提
出
。

そ
れ
か
ら
、
自
治
体
・
労
働
組
合

・
事
業
主
団
体
の
3
者
懇
談
会
を

開
催
に
こ
ぎ
つ
け
、
継
続
的
に
開

催
す
る
中
で
、
3
団
体
の
合
意
を

築
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
、
と

も
話
し
ま
す
。
担
当
が
替
わ
っ
て

も
引
き
継
ぎ
を
し
っ
か
り
し
、「
キ

ー
と
な
る
議
員
」
を
粘
り
強
く
説

得
し
な
が
ら
の
24
年
間
を
振
り
返

り
、
最
後
は
、
多
摩
西
北
協
で
も

妥
協
せ
ず
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
、

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

日野市での経験を語る三角さん

求

人

先頭に立つのは労組

人
口
比
の
２０
％
に
拡
大

多摩西北協 発足１年で学習

公契約

１９
年
統
一
地
方
選
控
え
好
機

健
診
に
５
８
５
人

墨田

若
手
家
族
の
受
診
増
加

安
全
大
会
を
全
支
部
で

一
人
親
方
の
参
加
を
促
進


